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◇あとがき◇
　ほぼ毎月のように「闇バイト」による犯罪の
報道が続いている。高額報酬をうたう振り込め
詐欺の受け子のような特殊詐欺から宝石店の強
盗など犯罪の種類はさまざまである。バイトを
探している若者が，「日給 3万円・スーツ支給・
仕事はものを受け取るだけ」という求人をみた
らすぐ信じてしまう。視野が狭く，「何かおかし
い」という考える力が不足しているから犯罪に
巻き込まれてしまうという説明がされている。
「大した仕事もしないで 3万円くれる人なんて
いるわけがない」と思わないのか不思議である。
生活苦から悪いこととわかっていながら犯罪に
手を染めてしまうということは昔からよくある
ことであった。しかし「何が正しくて，何が悪
いのか」の判別ができず，「何かおかしい」とい
う感覚がないために犯罪に手を出すというのが
ここ最近の特徴という。特に若者がそのような
被害者？となってしまうという。確かに教育の
欠如が原因かもしれないが，「善悪の判断」や
「何かおかしい」という感覚は，自分の身に危険
を感じるかどうかという本能的感覚にも近い。
　「何かおかしい」という感覚は社会生活だけで
はなく，専門領域のなかでもその重要性に気が
つくことはよくある。臨床においても，患者の
診察から始まり，手術においても「いつもと違
う，何かおかしい」と判断できる感覚は重要で
ある。その感覚は幅広い背景知識や経験から得
られる。その意味では，何事も専門外とはいわ
ず教養知識と経験を得る必要があるだろう。本
特集は，性分化疾患の基本について，最前線に
いる先生方に専門外の方々にも理解しやすいよ
う配慮し，執筆いただきました。本特集が臨床
で活躍される読者の一助となれば幸いです。最
後になりましたが，ご多忙にもかかわらず本特
集に玉稿を賜りました諸先生方にあらためて御
礼申し上げます。
 （越永従道）
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